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研究背景~ゲーム販売サイトの現状~

・近年、幅広い世代でビデオゲームをプレイするユーザが増加し
ているが現在実現されているビデオゲームの検索機能は新作や売
上順位またRPGなどのジャンル別による物になっている

・ビデオゲームの内容にもっと重きをおいた検索機能が必要とさ
れていると考えた



研究背景~好みに対する傾向~

・⼈は、好みが分からないうちは幅広いジャンルのものに⼿を出
しているが好みが分かればわかるほど幅の狭いものしか⼿を出さ
なくなる傾向がある。

・上の傾向がある結果本当に意識的に慣れ親しんでないゲームと
出会おうと思わなければ狭い範囲のゲームとしか出会うことがで
きなくなっている。



研究背景~ゲームに限らない⼀般化~

・意識的にならなければ何か⾃分の好みと離れているものに⼿を
出さないということはゲームだけでなく他のことでも⾔えるので
はないかと考えた。

・⾃分ではあまり好みでない要素が⼊っていても好みだと思える
ことができるのならばそれは良い出会いになるとも考えた。



研究⽬的

• 画像データとテキストデータに基つぐマルチモーダルビデオ
ゲームリコメンドシステムを実現する

• 画像データとテキストデータ 両⽅が類似するゲームだけでな
く，画像データは類似するがテキストデータは類似しないゲー
ムもしくは，テキストデータは類似するが画像データは類似し
ないゲームのリコメンドも実現する. 
• ⼈間が⾃分で把握している好みを外れたゲームをシステムのサポート
によって探すことができる。



画像の特徴とテキストの特徴両⽅を使う
理由
• 画像の特徴
ゲームの⾒た⽬(グラフィック,キャラの外⾒等)

• テキストの特徴
ゲームの内容(どこを舞台にしているか,ゲームのシステム等)
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システム全体像
・ゲーム販売サイトからのデータ抽出部
・画像データの特徴量抽出部
・テキストデータの特徴量抽出部
・テキストデータと画像データの特徴量に基づく類似度計量部

ユーザが好みのゲームを選択すると、システムは
ユーザが求めているゲームをリコメンドする



ゲーム販売サイトからのデータ抽出部

・現在ゲームは多くのプラットフォームがあり、また多くの販売
サイトがあるが今回はプラットフォームをPCまた販売サイトを
Steamにした

・Steamにはそのゲームの画像とそのゲームについての説明が載
せてある。この画像と説明を抽出して画像データとテキストデー
タにする。

Steam
https://store.steampowered.com/?l=japanese

https://store.steampowered.com/?l=japanese


Steamの説明できる画像

←画像データに使う

テキストデータに使う→

Steam
https://store.steampowered.com/?l=japanese

https://store.steampowered.com/?l=japanese


画像データの特徴量抽出部

・抽出したデータを画素値を⼀次元に並べたベクトルに変換する

・変換したベクトルに対して主成分分析で次元削減を⾏う

画像のRGB値の位置をもとに計算をしている



テキストデータの特徴量抽出部

・MeCabを⽤いた形態素解析を⾏う

・TF-IDFでベクトル化を⾏う

・各ゲームにおける重要語を抽出している



テキストデータと画像データの特徴量に基づく
類似度計量部~類似度計量~

•全てのゲーム間で画像データの特徴量を抽出したデータのcos
類似度計量を⾏う。⾏った結果を保存しておく。

•全てのゲーム間でテキストデータの特徴量を抽出したデータの
cos類似度計量を⾏う。⾏った結果を保存しておく。



類似度合算⽅式
• 類似度加算⽅式
• 画像データとテキストデータが共に類似しているリコメンド

• 類似度⾼低組み合わせ⽅式
• 画像データが類似しており，テキストデータが類似していないリコメンド

• テキストデータが類似しており画像データが類似していないリコメンド



テキストデータと画像データの特徴量に基づく
類似度計量部~類似度加算⽅式~

画像データとテキストデータが共に類似しているゲームをリコメンド
𝑠𝑖𝑚! = log"# 𝑠𝑖𝑚$%& + log"#(5 ∗ 𝑠𝑖𝑚'(' + 0.001)

テキストデータのcos類似度計量では0が出ることがあるため0.001を
⾜しスムージングする。
また、画像データとテキストデータの類似度の違いから、予備実験に
よりテキストデータの類似度を5倍することとする。



テキストデータと画像データの特徴量に基づく
類似度計量部~類似度⾼低組み合わせ⽅式 ~

画像データが類似しており，テキストデータが類似していないリコメンド
𝑠𝑖𝑚)" = log"# 𝑠𝑖𝑚$%&+１ーlog"#(5 ∗ 𝑠𝑖𝑚'(' + 0.001)

テキストデータが類似しており画像データが類似していないリコメンド
𝑠𝑖𝑚)* = (1 − log"# 𝑠𝑖𝑚$%&)+log"#(5 ∗ 𝑠𝑖𝑚'(' + 0.001)

類似していない⽅のデータの類似度を１から引くことで表現している。
こちらも画像データとテキストデータの類似度の違いから、予備実験によ
りテキストデータの類似度を5倍することとする。
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実験

• 実験環境
• 実験１:画像によるゲームの類似検索の有効性の検証
• 実験２:テキストによるゲームの類似度検索の有効性の検証
• 実験３:画像データとテキストデータが共に類似するゲームの類

似度検索の有効性の検証
• 実験４:テキストデータは類似していて画像データは類似してい

ないゲームの類似度検索の有効性の検証



実験環境

• 対象データ：Steamに存在する画像および説明

• 抽出したゲーム数 : 41個

• 画像のサイズ 460×215

•アンケート回答者 2名（⼤学⽣）
• ゲームに詳しい⼈2名



ゲーム⼀覧



実験１:画像によるゲームの類似検索の有
効性の検証
• 画像によるゲームの類似検索が正しいかをランキング結果とリ

コメンドされたゲームの画像を元に検証する。

• 上位4つのゲームは画像が類似していると
判断できた。

クエリ:ATRI



類似度0.5以上のゲーム



実験２:テキストによるゲームの類似度検
索の有効性の検証
• テキストによるゲームの類似検索が正しいかをランキング結果

とリコメンドされたゲームの説明⽂を元に検証する。

• ATRIはビジュアルノベルというジャンルで
ありストーリーを重視しているゲームが上位に
⼊っているので検索の有効性はあると考える

クエリ:ATRI



実験３:画像データとテキストデータが共に類
似するゲームの類似度検索の有効性の検証
•アンケート回答者にランキング結果を⾒せてフィードバックを
受けた。

この上位のゲームは実験1,2両⽅の上位10個
にランクインしている クエリ:ATRI

5段階評価で4と回答した⼈

5段階評価で3と回答した⼈



実験４:テキストデータは類似していて画像
データは類似していないゲームの類似度検索
の有効性の検証
•アンケート回答者にランキング結果を⾒せてフィードバックを
受けた。

• 実験1,2を元にするとテキストデータは類似の
ランキングに載っていて画像の類似のランキン
グには載っていないゲームが上位に来ている。
•共に類似しているゲームがランクインしている
•客観的な答えは分からない。と⾔われた。

クエリ:ATRI

5段階評価で2と回答した⼈



実験４:テキストデータは類似していて画像
データは類似していないゲームの類似度検索
の有効性の検証
•先ほどのATRIではいまいちこれが成り⽴つゲームが分かりづら

いと⾔われたのでFallguysというゲームのシステム画像の特徴
がわかりやすいゲームで聴くことにした。

• 他者と争うことを基本としたゲームが⼊り
画像の感じも違うというのが明確に分かった
らしくこちらはしっかり納得いくものになったクエリ:Fall Guys

5段階評価で5と回答した⼈



ゲーム⼀覧
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まとめ

• 本稿では、ゲームを対象として画像データとテキストデータを
⽤いた類似度検索を⾏うことでユーザの求めているゲームをリ
コメンドするシステムを開発した。
• また、⾃分の好みのゲームと類似したゲームさらに⽚⽅のデー

タは類似していてもう⽚⽅は類似していないゲームの検索も可
能となる。
• 本⽅式を利⽤することで、ユーザが簡単に⾒つけられないゲー

ムのリコメンドを実現することができる。



今後の課題
• 今後の課題として、データにするビデオゲームの増加,計算結果

の向上などが挙げられる。

• テキストデータにゲームのレビューを使⽤して、テキストデー
タの内容を充実させる

•客観的な検証をどうするか検討


